
令和8・9年度（R8-9FY） 令和８・９年創薬クラスターキャンパス整備事業

Nakanoshima Qross
Global Startup Support
グローバルスタートアップ支援 募集要領

モデルとなるSUの成長段階・海外展開目的に応じて、NQと連携する世界の最適なクラスター・VC・Pharmaへつなぎ成功モデルを創出

Nakanoshima Qrossの個別伴走型グローバル支援プログラム

2026年９月

一般財団法人 未来医療推進機構（Nakanoshima Qross）
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ボストンエコシステム

北米：巨大市場を背景としたビジネス主導型エコシステム
欧州：政府・国家戦略による国際連携型イノベーション政策

豪州：迅速な治験環境を活かした
グローバル臨床開発ハブ

Nakanoshima Qrossのグローバルネットワーク
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Nakanoshima Qrossが目指す姿

創薬シーズの実装環境・グローバル規制対応・スタートアップ支援

グローバル投資を一体で提供できる唯一の拠点として、

海外クラスターとの連携によ

る国内外創薬スタートアップ
インキュベーション

海外のみならず国内からも製薬企業や投資家が集まる

Nakanoshima Qross のグローバルエコシステムを確立し、

日本のサイエンスをビジネスにつなげることで世界に貢献する

海外投資家が集うグローバル投資

環境整備(Science Casino)

世界に通用する創薬CXO人材

/グローバル基準の創薬CDMO
人材育成(世界標準PDA連携)

世界に伍するグローバルスタートアップエコシステム



令和8・9年度「Global Startup Support」とは

未来医療国際拠点「Nakanoshima Qross」をベースに、海外トップクラスのクラスターとの連携により、成長段階・海外展

開準備度に応じて３つのステージに区分し最適な支援を提供 。また、 国内外大型イベントを成長機会として活用するとともに

グローバルクラスターとの共同支援により、世界市場で通用する創薬スタートアップを育成する。

Nakanoshima Qross｜一般財団法人未来医療推進機構

全国のライフサイエンス系

スタートアップ

＜創薬＞
低分子医薬品、抗体・バイオ医薬品、

中分子・ペプチド医薬品
(※創薬プラットフォームも含める）

＜再生医療＞
細胞医療、遺伝子治療

組織工学

Global Startup Support

中之島クロス

Global Cluster

海外トップクラスター

Global Investor / VC

海外VC・投資家

Global Pharma

グローバル製薬企業

Global KOL

海外KOL・専門家

Overseas Market

海外市場・事業パートナー

単なる海外派遣事業ではなく、SUの状況に応じた個別支援で世界市場での具体的な成果創出を目指す事業

3



創薬スタートアップの成長段階に応じた段階的支援モデル

１ Expand Stage
海外展開実行ステージ

支援期間:2026年10月〜202８年２月

対 象

海外展開実績・事業成熟度を有し、共同

研究・ライセンスアウト・資金調達を本格

推進する段階

支援内容

• ４～５社を重点選定し、海外クラスターと
共同で個別伴走支援

• BIO-Europe、London Life 
Sciences Week、J.P. Morgan 
Healthcare Conference等で海外
VC・製薬企業・KOLと戦略的マッチング

• 共同研究・ライセンスアウト・資金調達等
の具体的成果を創出

• 国内のGlobal Startup EXPO、無菌
シンポジウム等の国内大型グローバルイ
ベントでビジネスマッチング支援

２ Connect Stage
海外展開準備ステージ

支援期間:2027年4月〜2028年２月

対 象

研究開発・エビデンス取得を推進中で、

1〜2年以内の本格的な海外展開が期

待される段階

支援内容

• ４～５社を選定し、海外展開戦略・事業計

画・ピッチ・海外規制対応の個別メンタリン

グを支援

• 海外クラスターの専門家による伴走支援

• BIO International Convention、

BIO-Europe等を活用し本格展開へ移行

３

対 象

事業・開発戦略の高度化が必要な段階

非臨床開発等の高度化が必要なアーリー段

階のスタートアップであり、かつ、TPP（開発

目標プロファイル）が定まっていること

支援内容

• ５社程度を選定し、Alloy 

Therapeutics「TPP Engine」を活用

した医薬品開発の設計支援

• NQのシェアラボでの非臨床データ蓄積

支援（専門家による研究デザイン支援）

３ Discover Stage
創業・シーズ育成ステージ
支援機関：2026年９月～2028年２月

対 象
研究機関発のアーリーシーズ段階の研究者

であり、かつ、TPP（開発目標プロファイル）

を固める前の段階であること

支援内容

• 研究者10人程度／回を選定（第１次・第

２次で計20人程度）。BioLabs 

Academy Education Programの

創薬アクセラレータープログラム。

• 研究者や創業初期のバイオスタートアッ

プに対して、グローバル市場を見据えた

事業戦略、実践的なメンタリング、事業

化に必要な知見を支援

成長段階・海外展開準備度に応じて4ステージに区分し最適な支援を提供

― 国内外大型イベントを成長機会として活用・グローバルクラスターとの共同支援により、世界市場で通用する創薬スタートアップを育成― 

Discover Stage
創業・シーズ育成ステージ
支援機関：2026年９月～2028年２月

AIアクセラレーション支援 座学・実践アクセラレーション支援

※SUはNQプロジェクトとして募集

第１次募集（９月14日（月）～１８日（金））
※10月初旬採択

募集（９月14日（月）～10月１６日（金））
※10月末採択第２次募集（2027年春予定）
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第１次募集（９月14日（月）～10月１６日（金）
＠中之島クロス※10月末採択

第２次募集（１２月以降）
＠BioLaBs Tokyo※２月末採択



Expand Stage



Expand Stage：海外展開実行ステージ 募集期間：９月１４日（月）～９月１８日（金）

海外展開実績・事業成熟度を有するSUを選定し、海外クラスターと共同で現地での個別伴走支援を実施

Nakanoshima Qross｜一般財団法人未来医療推進機構

EXPAND
海外展開実行ステージ

支援期間（案）

2026年10月〜2028年２月

採択予定（案）

７～９ 社程度（案）

 対象

海外展開実績・事業成熟度を有し、共同研究・ライセンスアウト・資金調達・海外市場展開を

本格的に推進するスタートアップ

 支援内容

✓ 渡航前事前メンタリング支援

✓ 海外クラスターとの共同による海外現地での個別伴走支援

✓ 海外VCとのマッチング／Pharmaとのマッチング／KOLとの接続

✓ 2026年度のBIO-Europe、London Life Sciences Week、J.P. Morgan 

Healthcare Conference、BIO International Convention等の戦略的活用

✓ 共同研究・ライセンスアウト・資金調達等の具体的成果の創出支援 等
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Expand Stage 全体スケジュール

1

Web申請

9/14（月）〜9/18（金）日〆切

2

審査

一次審査：９月中旬
二次審査：９月28（月）、30（水）

3

採択・発表

１０/2（金）予定

4

10/5（月）
Global Startup EXPO

出展、ピッチ、ビジネスマッチング

5

個別メンタリング支援等

SUごとに派遣先を個別決定
個別事業戦略作成支援等

6

海外派遣

（海外クラスター支援・イベント参加）

2026年11月〜

7

伴走支援
（商談・フォローアップ）

8

成果創出・総括

〜2028年３月
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Expansion支援（個別海外展開計画）

Nakanoshima Qross｜一般財団法人未来医療推進機構

現状・課題分析 海外展開目的の
明確化

最適な海外イベント・
クラスター選定
・現地支援調整

海外派遣
・商談

NextSTEP
の精査

成果創出

派遣先はSUごとに個別決定

SUの現状、方向性、技術領域、海外展開目的、事業ステージ等を総合的に評価して

、最適な派遣先を個別に決定。

成長段階 技術領域 開発状況

ターゲット市場 海外展開状況 資金調達ニーズ

共同研究ニーズ ライセンスニーズ 海外VCとの接点

Pharmaとの接点 クラスターとの接点 コミットメント

採択SUごとのステージ・目的に応じて世界の最適トップクラスター等へつなぎ具体的な成果を実現する

海外クラスター等との連携による伴走支援

✓ クラスター専門家による海外VC・製薬企業・KOLとの面談・

商談のセッティング

✓ 現地エコシステム・研究機関へのアクセス

✓ 共同研究・ライセンスアウト・資金調達に向けた交渉支援 等

✓ 投資家インナーサークルへのアクセス支援

採択SUごとに海外展開の目的・課題を整理し、適切な海外イベント・クラスターの選定から参加・連携までを個別に伴走支援

事前メンタリング
＆

事業戦略精査
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Global Startup EXPO 2026（GSE）との連携

Nakanoshima Qross｜一般財団法人未来医療推進機構

Global Startup EXPO 2026は、大阪から

世界へ、ディープテックスタートアップの成長と

海外展開を後押しする国際イベント。

国内外のスタートアップ・投資家・事業会社・研究

機関・支援機関が集結。

Ⅰ 出展 Ⅱ ピッチ Ⅲ  海外VC・投資家との
ビジネスマッチング

採択SUには、GSEの出展、ピッチ、海外VC等とのビジネスマッチング支援の機会を設定

9



● フランス・ドイツ・スイスのLife Sciencesネットワーク、企業・
研究機関との共同研究・事業開発機会、フランス・EUの支

援制度へのアクセス、欧州市場進出・国際連携支援

RegMed XB
オランダ/ベルギー

オランダ・ベルギー（Flanders）の大学・研究機関、病院、企業

、患者団体、政府が連携する再生医療の官民トランスレーショナ
ルネットワーク。研究成果の臨床・社会実装を推進。

● 再生医療の研究者・医療機関・企業とのネットワーク、トランスレ
ーショナル研究・共同研究支援、臨床実装に向けた連携支援、欧
州での国際共同研究機会

Cell and Gene 
Therapy Catapult
英国

英国政府が支援する、細胞・遺伝子治療（ATMP）の研究開発から臨
床・製造・商業化までを支援する産業化拠点。

● GMP製造・CMC支援、製造プロセス開発・スケールアップ支援、
臨床開発・規制対応支援、英国ATMPエコシステムへのアクセス、

商業化・市場アクセス支援

Embassy of Switzerland in 

Japan

スイス

LDC / KHAN
ドイツ

大学・研究機関の基礎研究成果を、製薬企業への導出が可能な創
薬候補へ発展させるドイツのトランスレーショナル創薬機関。

● 創薬アセット・ターゲット評価、創薬研究・開発支援、Lead / 

Drug Candidate創出支援、製薬企業とのライセンス・共同開
発機会、アカデミア発技術の事業化支援

Plug and Play 
シリコンバレー / 米国

スタートアップ、大企業、投資家等をつなぐグローバルイノベーショ
ンプラットフォーム。シリコンバレーを中心に海外展開・事業開発・
オープンイノベーションを支援。

● 大企業・スタートアップ・投資家とのネットワーク、米国市場・エコ

システム情報へのアクセス、事業開発・投資に向けたビジネスマッ

チング、米国進出・現地ネットワーク構築支援

クラスター概要 クラスターの提供価値MoU提携済クラスター

Bio Valley 
Grand Est Region, France

フランスGrand Estのヘルスケア・ライフサイエンスクラスター。ドイツ・
スイスと接するUpper Rhineの3か国連携BioValleyエコシステムを形成
。

海外クラスターとの共同支援：モデルとなる海外トップクラスターとの連携
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スイスと日本の政府・研究機関、大学、企業等をつなぎ、両国
間の科学技術・イノベーション、ライフサイエンス分野を含む
研究・産業連携を促進。

● スイスの大学・研究機関、ライフサイエンスクラスター・企
業等とのネットワーク、現地エコシステム情報へのアクセス、
研究・イノベーションパートナー探索、スイス進出・現地連
携に向けた関係機関への橋渡し支援



2026年11月のGlobal Startup Support 全体像

BIO-Europe 2026をハブに、海外クラスター等と連携した支援を実施予定。支援SUのニーズに応じて渡航期間と渡航先を

カスタマイズ

Nakanoshima Qross｜一般財団法人未来医療推進機構

BIO-Europe前渡航候補①-②

①フランス・ストラスブール：
11/5-6

②スイス・バーゼル：
11/5-6

● ネットワーキングイベント
● 創薬エコシステムツアー
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ドイツ・ケルン：
11/9-11

BIO-Europe

⑤イギリス・ロンドン：
11/15-20

● London Life Sciences Week

BIO-Europe後渡航候補③-⑤

④オランダ・ライデン：
11/12-13

● ネットワーキングイベント
● 創薬エコシステムツアー

⑤デンマーク・コペンハーゲン

11/12-13
● 1on1パートナリング
● 創薬エコシステムツアー

③ドイツ・ドルト
ムント

11/12
• ネットワーキング

• 創薬エコシステム
ツアー



2026.10 — 2028.3（参考）Global Startup Support Roadmap

世界の主要イベントを戦略的に活用した年間の成果創出プロセス （参加イベント・訪問先はSUごとに個別決定）

Nakanoshima Qross｜一般財団法人未来医療推進機構

2026年10月
INITIAL CONNECTION

初期商談

Global Startup EXPO（国内）

PDA無菌シンポジウム（国内）

海外VC・Pharma・クラスターとの初期

商談

2026年11月
BUSINESS DEVELOPMENT

本格商談・クラスター連携

BIO-Europe（独）

London Life Sciences Week

（英）

RegMed XB・CGT Catapult・LDC

・Swiss Innovation等との共同プロ

グラム

2027年1月
GLOBAL INVESTMENT

グローバル投資家と接続

J.P. Morgan Healthcare 

Conference

（米・SF）1/11-14

グローバル投資家ネットワーキング・米

国市場アクセス強化

2027年3〜4月
PARTNERSHIP / LICENSING

共同研究・ライセンス交渉

Swiss Biotech Day （スイス）

BIO-Europe Spring（仏・リヨン）

公式会期4/5-7

欧州共同研究・ライセンス交渉、

Switzerland Innovation連携強化

2027年6月
US MARKET ACCESS

米国市場展開

BIO International Convention

（米・フィラデルフィア）6/7-10

米国市場展開・投資家商談、Plug and Play投資家ネ

ットワーク・CICサポート

2027年11月
FOLLOW-UP / OUTCOME

フォローアップ・成果創出

BIO-Europe 2027

（開催地未定・要確認）

フォローアップ・追加商談・2028年3月に向けた成果

創出

2028年3月
RESULTS

成果総括

事業成果総括

共同研究・ライセンス・資金調達・海外展開等の成果を

総括
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（参考）海外派遣に係る経費支援

Nakanoshima Qross｜一般財団法人未来医療推進機構

経費支援の範囲

支援対象

海外往復渡航費

又は

国際イベント参加費

１社あたりの上限額：８0万（※個別調整あり）

支援対象外（自己負担）

宿泊費（ホテル代）／イベント参加費／現地交通費 等は支援対

象に含まれない。
※支援方法：領収書等のエビデンスによる実費精算

考え方
• 経費支援は渡航費又は海外イベント参加費に限定し、

支援の中心は「商談・成果につなげる伴走」に置く。

• 派遣先・回数はSUの状況に応じて個別に設定

• 複数イベントへの派遣となる場合の渡航費の取扱いは

個別に調整。

• 意思決定権限を有する方の渡航を推奨。
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<経費支援イメージ>

単体参加（BIO-Europe、クラスター訪問、LLSW等）：30万円

• BIO-Europe ＋ 1クラスター：50万円

• BIO-Europe ＋ 2クラスター以上：80万円

※LLSW：London Life Sciences Week



（参考） Connect Stage：海外展開準備ステージ 募集期間：2027年春予定

1〜2年以内の本格的な海外展開が期待されるSUに、戦略構築から国内外イベント活用までを支援

Nakanoshima Qross｜一般財団法人未来医療推進機構

CONNECT
海外展開準備ステージ

支援期間（案）

2027年4月〜2028年２月

採択予定（案）

３〜５ 社程度（案）

 対象

研究開発・エビデンス取得を推進中で、1〜2年以内の本格的な海外展開が期待されるス

タートアップ

 支援内容

✓ 海外展開戦略・事業計画・ピッチ・海外規制対応の個別メンタリング

✓ 海外クラスター専門家による伴走支援

✓ GSE等の国内大型グローバルイベントでのビジネスマッチング

✓ BIO International Convention、BIO-Europe等を見据えた本格展開への準備

※支援内容・採択数は資料に基づく案です。
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Expand Stage

募集概要



募集対象
海外トップクラスのグローバルクラスター等との連携を通じて、世界市場での成果創出を目指すスタートアップを募集します。

Nakanoshima Qross｜一般財団法人未来医療推進機構

支援対象

海外VCとの資金調達／製薬企業との共同研究／ライセンスアウト／事業提携／海外市場展開／海外クラスターとの

継続的連携を目指す創薬・再生医療分野のスタートアップ

SU支援・対象分野

創 薬
再生医療

応募要件（案）

✓ 日本国内に法人格を有していること

✓ グローバル展開を志向していること（製品・技術・サービスを国外でも展開する計画・意向があること）

✓ 経営者等の意思決定権限を有する者が、GSE（10/5）および海外派遣プログラムに参加できること

低分子医薬品、抗体・バイオ医薬品、
中分子・ペプチド医薬品

(※創薬プラットフォームも含める）
細胞医療、遺伝子治療

組織工学

16



募集はWeb申請方式で受け付けます。

Nakanoshima Qross｜一般財団法人未来医療推進機構

W E B

Web
Application

応募受付：2026年9月14日（月）～９月１８日（金）

1
Webフォーム入力

基本情報・事業概要・海外展開の状況等を入力（項目は次ページ）

2
添付資料アップロード

10分程度のピッチ資料（英語）をアップロード

3
送信・応募完了

入力内容を確認のうえ送信。受付確認の連絡をもって応募完了（案）

募集申請

17

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeWgABDwDJkdUW8CWD1n_4mOP_b8OkKTKpjsh8tPu9NWtmqYQ/viewform?usp=header

※Web申請サイトは以下のURLをクリックください。

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSeWgABDwDJkdUW8CWD1n_4mOP_b8OkKTKpjsh8tPu9NWtmqYQ/viewform?usp=header


Web申請フォーム項目

Nakanoshima Qross｜一般財団法人未来医療推進機構

① 基本情報 会社名／本社所在地／代表者／担当者／Email／電話 ② 会社・事業概要 企業Webサイト（会社概要）、創業年、従業員数、事業概要

③ 英語力
英語でのコミュニケーションレベル

※英語力を証明できる情報
④ 事業優位性

事業の強みの説明

（市場規模／競合／競争優位性／ビジネスモデル）

⑤ 実 績 Poc/事業提携/共同開発/プロダクト導入数
⑥ Financial 

Stage

⑦ 中期計画 2-3年の中期的海外展開戦略/主要なマイルストーン ⑧ 求める成果 2027年度末/2028年度末 に求める具体的成果

⑨ 課題・求める支援 成果達成における具体的な課題、障壁/求める支援内容 ⑩ ターゲットエリア 具体的な渡航希望エリアや参加希望するイベント

累計調達額/次回の調達計画

③ 英語力

⑪ 海外展開の実績 これまでの海外展開の活動内容、実績 ⑫ コミットメント 担当者の確保可能な工数/月

添付資料 ２次審査用の10分のピッチ資料（英語） 18



応募方法
選考は一次（書面）・二次（オンライン英語プレゼン）の2段階で実施します。

Nakanoshima Qross｜一般財団法人未来医療推進機構

Web申請 ９月14日（月）～９月１８日（金）

NQ公式サイトの応募フォームから申請

一次審査（書面） 9月中旬

申請内容・添付資料に基づく書面審査（評価項目は参考2・3）

二次審査（オンライン） 9/28（月）・３０（水）

オンライン面談30分／社：英語プレゼン10分＋Q&A20分

総合評価・採択発表 １０月2日（金） ※予定

採択SUを公表し、各社に結果を通知

審査の視点

一次審査は次項「SU選定・審査表」の

5項目（を基本とし、グローバル市場へ

の展開可能性を含めて評価します。

二次審査では英語スキル・コミットメ

ント・事業理解・グローバル展開の具

体性・Q&A対応力を確認します。

19



一次審査評価項目

以下の5つの評価項目を基本とし、グローバル展開の観点で評価

Nakanoshima Qross｜一般財団法人未来医療推進機構

評価項目 評価観点 配点

1. 製品・サービスの魅力・独自の価値提供 海外で戦える技術の先進性・独自性を有しているか 0〜4点

2.抱える課題と求める支援の解像度 現状の具体的課題とグローバル市場で求める支援との整合性 0〜4点

3.海外展開の実現可能性
自社の製品・サービスが、ターゲット国の法規制・市場ニーズ・競
合環境をクリアし、自社の体制と資金で実際にビジネスとして成
立させられるかを客観的なデータと根拠の有無

0〜4点

4.英語コミュニケーション能力 海外展開を開拓できるコミュニケーション能力の高さ 0〜4点

5. コミットメント
海外支援プログラムへの決定権者の参加、本気で海外市場を獲
りにいくための、具体的なヒト・カネ・時間の投資と経営判断の覚
悟の有無

0〜4点

20



二次審査（オンライン面談）

一次審査通過SUを対象に、オンライン面談（30分／社）を実施

Nakanoshima Qross｜一般財団法人未来医療推進機構

ONLINE INTERVIEW

30 分／社

10分 英語プレゼンテーション

Company Overview ／ Technology・Business ／ Current 

Situation ／ Programで達成したいこと 等

20分 Q&A（質疑応答）

二次審査で確認する5点

① 英語スキル

英語でのコミュニケーション能力

② コミットメント

海外展開に対する経営陣・担当者の本気度

③ 事業理解

自社の技術・市場・競争優位性を説明できるか

④ グローバル展開の具体性

どの国へ・なぜその国か・誰と会いたいか・何を実現したいか

⑤ Q&A対応力

海外商談に対応できる応答力・柔軟性

21



二次審査評価項目（案）

二次審査（オンライン面談）は以下の5項目で評価します

22

評価項目 評価観点 配点

1. 製品・サービスの魅力・独自の価値提供 海外で戦える技術の先進性・独自性を有しているか 0〜4点

2.抱える課題と求める支援の解像度 現状の具体的課題とグローバル市場で求める支援との整合性 0〜4点

3.海外展開の実現可能性
自社の製品・サービスが、ターゲット国の法規制・市場ニーズ・競合
環境をクリアし、自社の体制と資金で実際にビジネスとして成立
させられるかを客観的なデータと根拠の有無

0〜4点

4.英語コミュニケーション能力 海外展開を開拓できるコミュニケーション能力の高さ 0〜4点

5. コミットメント
海外支援プログラムへの決定権者の参加、本気で海外市場を獲り
にいくための、具体的なヒト・カネ・時間の投資と経営判断の覚悟
の有無

0〜4点



募集・選考スケジュール

9月中旬の募集開始から、審査・採択、GSEをはじめとして、11月以降の海外クラスター共同支援・海外イベントへ進みます。

Nakanoshima Qross｜一般財団法人未来医療推進機構

9月14日（月）
～９月１８日（金）

SU募集開始

Web申請で受付

１次審査9月中旬
２次審査（9/28、30）

一次・二次審査

書面＋英語プレゼン（案）

１０月2日（金）

採択SU公表

結果通知・公表

10月5日（月）

GSE

出展・ピッチ・
海外VCマッチング

11月〜

海外クラスター共同支援・
海外イベント参加支援

個別SUに応じた伴走支援

〜2028年3月

成果創出・総括

23



Discover Stage



Discover Stage：2つの独立した応募区分 募集期間：９月中旬～10月中旬

Discover Stage（創業・シーズ育成）は、A：AIアクセラレーション・非臨床データ蓄積支援 B：座学・実践アクセラレーション支援の

2つのプログラムを別々に募集・支援します。なお、AとBの支援対象条件として、赤字の違いがありますのでご留意ください。

Nakanoshima Qross｜一般財団法人未来医療推進機構

A AIアクセラレーション・非臨床データ蓄積支援

対象

事業化の基盤整備を進め、 事業・開発戦略の高度化が必要な段階

非臨床開発等の高度化が必要なアーリー段階のスタートアップであ

り、かつ、TPP（開発目標プロファイル）が定まっていること

主な支援

✓ 投資家に選ばれるためのAI支援及び専門家による研究デ
ザイン支援

✓ NQシェアラボでの非臨床データ蓄積支援 など

採択予定（案） ５社程度

B 座学・実践アクセラレーション支援

対象

大学・研究機関発のアーリーシーズ段階の研究者であり、かつ、

TPP（開発目標プロファイル）を固める前の段階であること

主な支援

採択予定（案） 研究者 合計10人程度

※開催場所：中之島クロス

12月以降の2次募集でBioLaBs Tokyo：10名募集予定

✓ BioLabs Academy Education Programの創薬アク

セラレータープログラム。

✓ 研究者や創業初期のバイオスタートアップに対して、グロー

バル市場を見据えた事業戦略、実践的なメンタリング、事業

化に必要な知見を支援

25



応募区分A：AIアクセラレーション・非臨床データ蓄積支援
AIツールの活用による、TPP（Target Product Profile）策定支援、専門家伴走によるWetラボにおける非臨床データ蓄積を支援

Nakanoshima Qross｜一般財団法人未来医療推進機構

DISCOVER A

AIアクセラレーション支援

支援期間（案）

2026年11月〜202７年１２月

✓ 2026年11月AIスクリーン支援

✓ 2026年11月～2027年３月
研究デザイン構築支援

✓ 2027年４月～2027年1２月
非臨床データ蓄積支援

採択予定（案）

５ 社程度

支援対象

TPP、非臨床開発等の高度化が必要

なアーリー段階（SU）

投資家に選ばれるためのAI支援（Alloy Therapeutics）
＆専門家による研究デザイン支援（ｘＣＡＲＥ）

NQシェアラボを活用した非臨床データ蓄積支援

※詳細P26参照

26

１～２社のモデル的な集中支援を行うSUに対する追加的支援
投資家目線の評価軸（スクリーン）を用いた継続的なメンタリング

（AlloyTherapeutics）



NQシェアラボを活用した非臨床データ蓄積支援（2027年４月～12月）

専門家による研究デザイン支援 × NQシェアラボ ― 「場所の提供」だけではなく、研究デザインによるデータ蓄積を支援

Nakanoshima Qross｜一般財団法人 未来医療推進機構

SUが抱える課題

次の開発ステージに

必要なデータが不明

行うべき研究・評価を

整理できていない

研究デザインを

専門家に相談したい

研究環境・設備・

人材が不足

NQによる非臨床データ蓄積支援

① 専門家による研究デザイン支援
「何を、どのように評価するか」を整理

研究目的の整理／必要なデータ・評価項目の整理／研究・実験計画の検討／

研究デザインへの助言／次の開発ステージを見据えたデータ設計

＋

② NQシェアラボでの研究環境
― 設計した研究を実行し、データを蓄積ー

シェアラボの研究環境を活用／研究計画に基づく実験／非臨床データの取

得・蓄積

研究課題

の整理
専門家と研究

デザインを検討

NQシェア

ラボで研究

非臨床データ

を蓄積

次の開発

ステージへ

期待される成果

DATA

非臨床データの蓄積

DEVELOPMENT

開発の次のステージへ

BUSINESS

投資・共同研究・
事業化への接続

「研究」から「事業化」へ

NQの特徴 ラボを提供するだけではなく、次に必要なデータを専門家とともに考え、研究デザインからデータ蓄積まで支援
※専門家による研究デザイン支援とNQシェアラボの研究環境を活用し、SU自身による非臨床研究・データ蓄積を支援する

DISCOVER A
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応募区分B：座学・実践アクセラレーション支援

Nakanoshima Qross｜一般財団法人未来医療推進機構

DISCOVER B
座学・実践アクセラレーション支援

支援期間（案）

2026年１１月〜2028年２月

採択予定（案）

10 人程度（案）

支援対象

大学・研究機関発のアーリーシーズ段階

の研究者、かつ、TPPを固める前段階

研究者や創業初期のバイオスタートアップに対して、グローバル市場を見据えた事業戦略、実践的なメンタリング、事業化に必要な知見を支援

※プログラム詳細は別紙２参照

28

※応募要件を満たす方は定員まで原則受入。

※第１次募集＝大阪会場分。第２次募集（東京会場）

で別途10人程度、２コホート計20人程度

BioLabs Academy Education Program 創薬アクセラレーター「BLA-TAP」

Discover Stage の最も早い入口として、TPP・開発戦略をこれから固める段階の研究者を対象に、全９回の座学＋ワークと個別メ

ンタリングで、Demo Dayでの製薬企業・VCとの接点づくりまでを一気通貫で支援します。第１次＝大阪会場（中之島クロス）、第２次

＝東京会場（BioLabs Tokyo）の２コホート制で、各10人程度を受け入れます。

01 座学＋ワーク（全９回）

創薬プロセス総論・TPP設計から知財、GMP/CMC、薬事、

非臨床・臨床開発まで。毎回、講義＋自案件を題材としたワー

ク。

02 個別メンタリング

採択者ごとに実務家メンターが伴走。開発戦略・知財・薬事の

論点を継続的に整理し、次に取るべきデータを明確化。

03 Demo Day・マッチング

各コホート最終回（大阪2027年5月／東京2027年8月）で

製薬企業・VCへ英語ピッチ。選抜シーズはフェーズ２（別予算

）へ。

04 グローバル・ネットワーク

BioLabsの国際ネットワークと海外招聘講師によるセッショ

ン。段階に応じて海外クラスター・投資家への個別紹介も検討

。

フェーズ１（本委託）実施期間 2026年11月 〜 2027年8月 ※大阪・東京の２コホート

2026年11月〜2027年5月

大阪コホート（10人・全９回）

※本募集

2027年3月〜8月

東京コホート（10人・全９回）

※12月以降募集予定

各コホートのDemo Day後

フェーズ２（製薬企業協賛事業）

※ 大阪コホートの 開催前（10月頃予定）BioLabsのオンラインでのプログラム紹介を開催（受入者にはアーカイブ＋個別キャッチアップで提供）。

※ フェーズ２（全７回）は各コホートのDemo Day直後から、製薬企業協賛の連携事業としてのコホートも予定しております。



Discover Stage

募集概要



募集対象

創薬・再生医療のアーリー段階の開発案件を募集します。

Nakanoshima Qross｜一般財団法人未来医療推進機構

対象者

支援・対象分野

創 薬
再生医療

応募要件（案）

・法人の場合は日本国内に法人格を有していること。法人格を有しない場合は、日本に在住している大学・研究機関発シーズ・研究者個人であること

・【区分A・B共通】対象分野（創薬／再生医療）に該当する開発案件であること
・【区分B】治療法の開発を独立して進められる基盤となる技術を、応募者自身が保有していること
・【区分B】当該技術について特許を出願済みであること、または出願を予定していること

細胞医療、遺伝子治療
組織工学

A：AIアクセラレーション・非臨床データ蓄積支援

TPPが定まっており、事業・開発戦略の高度化が必要な段階、非臨床開発等の高度化が必要なアーリー段階のスタートアップ

B：座学・実践アクセラレーション支援

大学・研究機関発のアーリーシーズ段階の研究者であり、 TPPを固める前の段階であること

低分子医薬品、抗体・バイオ医薬品、
中分子・ペプチド医薬品

(※創薬プラットフォームも含める）
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Discover Stage全体スケジュール

Nakanoshima Qross｜一般財団法人未来医療推進機構

1

Web申請

9月中旬〜１０月中旬〆切

2

審査

10月下旬 書面審査

3

採択・発表

10月末頃

４

③ Discover Stage A

SUごとに派遣先を個別決定

５

研究デザイン設計支援

2026年11月〜2027年３月

６

非臨床データ蓄積支援

2027年４月～2028年12月

７

成果創出・総括

〜2028年3月

４

③ Discover Stage B

５

座学・実践アクセラレーション支援援

2026年11月〜202７年５月（NQ実施分）

７

成果創出・総括

〜2028年3月
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Discover Stageの募集はWeb申請方式で受け付けます。

※Web申請サイトは以下のURLをクリックください。

Nakanoshima Qross｜一般財団法人未来医療推進機構

W EB

Web
Application
応募受付

２026年9月１４日（月）～１０月１６日（金）

1
Webフォーム入力

基本情報・事業概要・海外展開の状況等を入力（項目は次ページ）

2
添付資料アップロード

５分程度のピッチ資料（英語）をアップロード

3
送信・応募完了

入力内容を確認のうえ送信。受付確認の連絡をもって応募完了（案）

募集申請
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https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfl0fcesRKOjdy0QmgGWWGgB5SiLOvNGn-CUgCckSON7S4XSw/viewform?usp=header

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfl0fcesRKOjdy0QmgGWWGgB5SiLOvNGn-CUgCckSON7S4XSw/viewform?usp=header
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfl0fcesRKOjdy0QmgGWWGgB5SiLOvNGn-CUgCckSON7S4XSw/viewform?usp=header
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfl0fcesRKOjdy0QmgGWWGgB5SiLOvNGn-CUgCckSON7S4XSw/viewform?usp=header


Web申請フォーム項目（案）

Nakanoshima Qross｜一般財団法人未来医療推進機構

① 基本情報
申請区分（A or B）

会社名／本社所在地／代表者／担当者／Email／

電話※研究者の場合は、個人情報

② 会社・事業概要
※法人格がある場合

企業Webサイト（会社概要）、創業年、従業員数、事業

概要

③ 英語力 研究・開発概要（研究開発ステージ） ④ 技術優位性
技術の強みの説明

（市場規模／競合／競争優位性／ビジネスモデル）

⑤ 実績
特許件数、競争的資金獲得 等

※発表論文と特許情報（PCT出願の番号等）、

グラント獲得の実績根拠のURL
⑥ 事業計画 実用化に向けた研究戦略

③ 研究・開発内容

添付資料 研究・開発内容資料
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応募方法

選考は書面のみで実施します。

Nakanoshima Qross｜一般財団法人未来医療推進機構

Web申請 9月14日（月）～10月16日（金）

NQ公式サイトの応募フォームから申請

書面審査 １０月中下旬

申請内容・添付資料に基づく書面審査

総合評価・採択発表 10月末 ※予定

採択案件を公表し、各者に結果を通知

審査の視点

書面審査は次項の5項目を基本として

評価します。
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区分A：書面審査評価項目

区分A（AIアクセラレーション支援）は、以下の5項目を基本とし評価する

Nakanoshima Qross｜一般財団法人未来医療推進機構

評価項目 評価観点 配点

1.シーズの科学的独自性・新規性
基盤となる科学的発見・技術の先進性と独自性。既存の治療
法・技術では解決できない課題への新しいアプローチであるか

0〜4点

2.科学的仮説の確からしさ
主張する現象・メカニズムを裏付ける予備データ・論文等の質。
仮説を検証するための実験デザインが妥当か、今後何を検証す
れば確からしさが高まるかが明確か

0〜4点

3.想定市場とアンメットニーズの大きさ
対象疾患・用途のアンメットメディカルニーズと将来市場の規
模・成長性。グローバル展開の潜在性。

0〜4点

4.事業化への課題認識と戦略の可塑性
現状課題を自ら認識できているか。検証結果に応じて対象疾
患・開発ルートを柔軟に見直せる余地（ピボット可能性）を持っ
ているか

0〜4点

5. コミットメント
研究者・経営チームの専門性と事業化・海外展開への学習意欲・
本気度。本プログラム（AI活用支援／座学・実践）を吸収し成長
できるか

0〜4点
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区分B：応募要件と審査の観点

区分Bは、応募要件の充足確認を基本とします。定員を超える応募があった場合にのみ、以下の観点で順位付けします

Nakanoshima Qross｜一般財団法人 未来医療推進機構

応募要件（すべて満たすこと）

1 対象分野（創薬／再生医療）に該当する開発案件であること

2 治療法の開発を独立して進められる基盤となる技術を、応

募者自身が保有していること

3 当該技術について特許を出願済みであること、または出願

を予定していること

定員超過時の順位付けの観点 各 0〜4点

1. 適応の可塑性
特定の疾患・用途に固執せず、技術の適用先を複数の観点から検討する

余地があるか

2. 検証への開放性 現時点の仮説を、検証結果や外部からの助言に応じて見直すステージに

あるか

3. 基盤技術の独立性 他者の許諾に依存せず、応募者が主導して開発を進められる技術か

4. 知的財産の設計余地
出願内容について、今後の適応拡大を見据えた設計を議論する余地が

あるか

5. 受講コミットメント 全９回の講義・ワークと個別メンタリングに参加する時間を確保できるか

本プログラムは、シーズの完成度を競う選抜ではありません。

想定市場の規模や事業化計画の具体性は評価しません ― それらを設計することが本プログラムの目的です。むしろ、出口が未確定であり、検証結果に応じて対象疾患や開発ルートを

見直せる案件（ピボットの余地が大きい案件）を歓迎します。
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